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はじめに

• 五稜会病院は平成17年6月に財団法人日本医
療機能評価機構による病院機能評価ver.4（精
神科版）の認定病院となった。

• 病院機能評価は平成21年7月からver.6.0に移行
され、新たな視点の評価項目の新設や既存項目
の内容の見直しがなされた。（小項目数３割減）

• 当院では平成21年10月にver.6.0での更新審査を
受けたので、その経験について報告する。
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ver.6.0 主な改定点
認定期間中の質の維持・改善に向けた努力を評価する
項目を導入。

以下の新規追加項目
 地球環境への配慮

 継続的な医療サービスの質改善への取り組み（QC活動など）

 チーム医療の推進と診療の質の向上

 情報システム機能（院内LAN、院内ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、ｸﾞﾙｰﾌﾟｳｪｱ）

 医療機器管理

 臨床研修機能（精神科、協力型）

 子育て支援
（平成21年度 厚労省均等・両立推進企業 、道労働局長賞・奨励賞受賞）

 院内暴力
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更新受審準備

平成20年7月 更新受審準備委員会の設置

月1回の委員会開催。

委員：副院長、看護部長、師長、薬局長、
検査室長、PSW主任、医事課長、事務長

平成21年6月 更新申請（7月からVer.6.0開始）

機能評価の項目確認

自己評価の開始 中項目（5段階）、小項目（３段階）

各領域の自由記述の作成

平成21年10月29・30日 審査
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自己評価項目整理
 項目を分野別担当者を定め分担して入力、コメント記入

 項目毎の解説をｴｸｾﾙｺﾒﾝﾄ欄記載、abc評点の指標もｺﾒﾝﾄ欄に
記載

 五稜会ﾊﾞｲﾌﾞﾙ（機能評価項目に沿った書類）の改訂
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五稜会ﾊﾞｲﾌﾞﾙとは
 五稜会病院内の書類、

マニュアルの一元管理

 平成16年、機能評価ver.4
受審時に作成

 機能評価の自己評価項目
に準拠し、部署毎のマニュ
アルなどを整備

 院内LANを用い、院内ホー
ムページで（職員であれば）

誰でも・何処でも閲覧可能
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受審直前準備 受審10月29･30日

10月6・9日 全職員向けの説明会実施

五稜会病院のﾋﾞｼﾞｮﾝ、医療機能評価の概要、心構え

10月20日：受審ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ （師長・ＰＳＷ主任・事務長）

10月22日：各部署直前ｺｱﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

タイムスケジュール確認

各部署書記係、撮影 担当者を決める

各部署責任者による質問想定集の作成

誰でも一貫した回答ができる様に準備
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受審時のポイントとその後の整理

（4名のサベイヤー：医師1名、看護1名、事務2名）

質の維持・改善に向けた努力

臨床倫理への取り組み

多職種協同の作業

診療録記載、禁煙への取り組み

受審後の整理

サベイヤーとの応答記録、指摘事項・改善点整理

委員会での反省、スタッフによる受審体験記作成
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良かった点
１．１年間を通じ各担当委員が団結し準備した事で、職員全体の

統率力が増した。
２．全職員への受審説明の場で病院のﾋﾞｼﾞｮﾝを周知し、病院の方針を

明確に出来たことで個々の職員が目的をもった業務ができるようになった。

３．受審の準備作業を通じて職員の能力開発が出来た、今後の病院運営
を考える上で貴重な資料となった。

反省点
１．ｻﾍﾞｲﾔｰが特に注意している点や重点項目への事前の準備が不十分

であった。
２．診療部、特に医師関連、診療録記載の対応が不足していた。

３．ｻﾍﾞｲﾔｰの質問に対して、実施していることの説明が上手に出来ない
場面があるなどｱﾋﾟｰﾙ性に欠けていた。
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まとめ
サベイヤーの評価は保健所監査、精神科病院実
地指導とは違った意味で有用。

第三者機関が行うため、内部監査ではなかなか
指摘出来ないことが明確になる。

一連の準備、審査を通じて、職員の一体感が生
まれ、職員の能力開発の意味でも有用。

最後に、病院機能評価は病院の機能を高めるこ
とが主眼である。不備な点を指摘してもらう姿勢が
重要であると感じました。


